
12月３日～12月９日は

障 害 者 週 間
その車いすには、どんな方が座っていますか？

どんな表情ですか？

見える景色はどのようなものでしょうか？

ここに来るまでの道のりはどうでしたか？

想像してみてください。

皆さんで障がいについて考えることが、

｢障害者週間」の意味でもあります。

Ｄｅｃ．
₂0₂0
№ 74₂12
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に
支
障
の
あ
る
方
も
い
ま
す
。
仕

事
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
精
神

障
が
い
と
な
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。

大
磯
町
に
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
何
名
い
る
と

思
い
ま
す
か
？

　
大
磯
町
に
は
、
令
和
２
年
10
月

１
日
の
時
点
で
、
身
体
障
が
い
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
９
３
８
人
、

知
的
障
が
い
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
３
０
１
人
、
精
神
障
が
い
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
２
７
３
人

い
ま
す
。
大
磯
町
に
お
住
い
の
方

の
約
５
％
、
お
お
よ
そ
20
人
に
１

人
が
手
帳
を
お
持
ち
で
す
。
支
援

が
必
要
な
方
も
多
く
、
そ
の
方
の

一
部
が
大
磯
町
や
町
外
に
あ
る
事

業
所
へ
通
い
、
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。

障
害
者
手
帳
に
は
ど
ん
な
種
類
が

あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
障
が
い
に
は
「
身
体
障
が
い
」

「
知
的
障
が
い
」「
精
神
障
が
い
」

の
３
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

手
帳
が
あ
り
ま
す
。

　
身
体
障
が
い
に
は
、
視
覚
障
が

い
、
聴
覚
障
が
い
、
言
語
障
が
い
、

手
足
の
不
自
由
等
、
生
ま
れ
つ
き

症
状
を
お
持
ち
の
方
や
、
事
故
・

病
気
に
よ
る
も
の
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　
知
的
障
が
い
に
は
、
先
天
的
に

理
解
力
や
判
断
力
が
弱
か
っ
た
り
、

人
や
環
境
に
な
じ
み
に
く
か
っ
た

り
し
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
方
も

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け

な
ど
で
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
、

軽
度
の
場
合
は
本
人
も
周
囲
も
気

付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　
精
神
障
が
い
に
は
、
統
合
失
調

症
や
う
つ
病
な
ど
精
神
の
病
気
に

よ
り
、
長
期
に
わ
た
り
日
常
生
活

12
月
３
日
～
12
月
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

　
今
号
で
は
、
大
磯
町
で
暮
ら
す
障
が
い
の
あ
る
方
と
、

そ
の
方
た
ち
と
向
き
合
い
、
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
る

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
忙
し
な
く
過
ぎ
て
い
く
日
々
の
中
、
障
害
者
週
間
を

き
っ
か
け
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
地
域
で
と
も
に
暮

ら
す
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
福
祉
課
　
☎（
73
）４
５
３
０

放課後等デイサービス
（社会福祉法人素心会
地域支援センターそしん）

児童発達支援
（社会福祉法人素心会　地域支援センターそしん）

未就学のお子さんに対し、運動、音楽、創作活動、
ＳＳＴ（※）等の療育を提供し、活動しています。

大磯町福祉作業所等連絡会

福祉ショップ「あおばと」では、
大磯町役場の入口付近で、開庁
日の平日12時15分から13時15分
まで菓子・惣菜パン・野菜・雑
貨等を販売しています。

学齢期のお子さんに対し、運動、
音楽、創作活動、ＳＳＴ（※）等
の療育を提供し、活動しています。

※ＳＳＴ…ソーシャルスキルトレ 
ーニングの略。社会で人と関わり
ながら生きていくために欠かせな
いスキルを身に付ける訓練。

町内等の障害福祉サービスの
提供が受けられる事業所

こ
の
方
た
ち
と
、

と
も
に
生
き
る
。

障
害
者
週
間

3 広報おおいそ　令和　年　月

　
農
福
連
携
と
は
、
障
が
い
者
等

が
農
業
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
を

通
じ
、
自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ

て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く
取

組
み
で
す
。
農
福
連
携
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
障
が
い
者
等
の
就
労

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
生
み

出
す
だ
け
で
な
く
、
担
い
手
不
足

や
高
齢
化
が
進
む
農
業
分
野
に
お

い
て
、
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
大
磯
町
の
中
に
は
、
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
の
活
躍
す
る
場
が
あ

り
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
支

え
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
障
害
者
週
間
を
き
っ
か
け
に
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
地
域
で

と
も
に
暮
ら
す
こ
と
を
考
え
る
機

会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
支
援

し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
そ
の
方

の
障
が
い
特
性
や
個
性
を
生
か
し

た
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
計
算
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
方
は
、
一
人 

で
集
中
で
き
る
環
境
を
作
り
、
黙 

々
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
組
立
て
等
の

軽
作
業
を
お
願
い
し
た
り
、
じ
っ

と
座
る
こ
と
が
苦
手
な
方
は
、
体

を
動
か
す
農
業
や
清
掃
等
の
作
業

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
そ
の
方
の
障
が
い
特
性
が
、
時

に
そ
の
方
の
個
性
と
な
り
特
技
と

な
る
の
で
す
。

　
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設

等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
）
で
は
、
優
先
的
に

障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
物
品
等

を
調
達
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者

が
就
労
す
る
事
業
所
の
仕
事
を
確

保
し
ま
す
。
町
内
の
事
業
所
で
は
、

清
掃
や
公
園
の
水
撒
き
、
啓
発
物

品
等
の
作
成
（
製
作
）
委
託
や
受

注
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
で
、

と
も
に
生
き
る
。

個
性
を
生
か
し
て

～
特
技
を
生
か
し
た
支
援
～

農
福
連
携

～
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

　
活
躍
す
る
場
～

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

～
物
品
を
事
業
所
か
ら
安
く

　
仕
入
れ
仕
事
を
確
保
す
る
～

共同生活援助（特定非営利活動法人グラウンドカラーズ グリーンリーブス）

地域で自立した生活をめざしている方が、小集団で生活をともにし、それぞれ
が仕事や作業所等に通っています。利用者が企画し、土日や休日を利用して皆
で旅行等へ行き、余暇を楽しんでいます。

地域活動支援センター
（特定非営利活動法人湘南いこ
いの里　ジョブコーチ大磯）

主に創作的活動、雑貨等の販売をし
たり、喫茶を営んでいます。

就労継続支援Ｂ型
（特定非営利活動法人ソー
シャルファーム大磯　みつ
ばち大磯）

就労に向けた支援としてトマト・ルッコラ等の野菜の育
成から収穫や、はちみつ採取等で日中活動しています。

生活介護・就労継続
支援Ｂ型
（社会福祉法人　おおいそ
福祉会　かたつむりの家）

就労に向けた支援として軽作
業や余暇活動などの日中活動
をしています。

それぞれの想い　それぞれのたいせつな場所
たいせつな場所には心強い仲間や支援者がいます。
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力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
大
磯
町
の
障
が
い
を
持 

っ
た
人
た
ち
が
ず
っ
と
こ
の
大
磯

町
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　
日
々
の
支
援
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
常
の
忙
し
さ
の
中
で

見
失
な
っ
た
り
、
こ
れ
以
上
は
難

し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
あ
の
頃
の
願
い
」
に
少
し
ず
つ

向
か
っ
て
き
た
よ
う
に
、
共
生
社

会
と
い
う
も
の
、『
こ
の
大
磯
町

の
中
で
こ
の
町
の
人
た
ち
と
一
緒

に
生
き
る
』
と
い
う
こ
と
に
力
を

傾
け
て
い
く
素
心
会
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

分
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今

ま
で
に
多
く
の
方
と
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
当
時
の
親
御
さ
ん
の
多
く
は
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
伝
え
た

い
の
は
「
あ
の
時
の
心
配
は
心
配

だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た
よ
」
と
。

　
当
時
は
全
県
を
対
象
と
し
た
入

所
施
設
し
か
な
い
よ
う
な
時
代
で
、

町
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
大

磯
町
出
身
の
利
用
者
は
そ
ん
な
に

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町

に
あ
り
な
が
ら
、
町
で
な
い
素
心

学
院
み
た
い
な
存
在
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
に
入
り
、
地
域
福
祉
と
い

う
流
れ
の
中
で
、
素
心
デ
イ
セ
ン

タ
ー
や
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
し

ん
が
で
き
、
大
磯
町
の
方
々
に
ず

い
ぶ
ん
使
っ
て
い
た
だ
け
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
大
磯

町
の
中
で
実
践
し
て
い
く
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
素
心
会
は
ま
す
ま
す

　
57
年
間
と
い
う
長
い
道
の
り
を

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
素
心

会
。「
こ
の
町
で
と
も
に
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
素
心
会
萩
原
理

事
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
私
が
素
心
会
に
入
っ
た
35
年
以

上
前
、
当
時
の
利
用
者
の
ご
家
族

は
「
ず
っ
と
素
心
学
院
に
い
ら
れ

る
の
か
」
を
心
配
し
て
お
り
、
そ

れ
が
願
い
で
し
た
。
今
は
、
そ
の

時
の
約
束
や
願
い
を
果
た
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て

い
ま
す
。

　
当
時
は
、
知
的
障
が
い
の
方
が

ど
れ
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
の
か
も

分
か
ら
な
か
っ
た
し
、
は
や
く
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
、
彼
ら
は
僕
ら
と
同
じ
よ
う
に

天
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
利
用
者
の
方
の
生
涯

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

2020年１月に大磯町・二宮町が湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消支援地域協議会の事務局にて開催された「湘南西部保健福祉圏
域障害者差別解消フォーラム2020」の看板を地域支援センターそしんを利用しているお子さんや職員さんに作成してもらいました。

57
こ
の
数
字
は
何
の
数
字
だ

と
思
い
ま
す
か
？

正
解
は
、
社
会
福
祉
法
人

素
心
会
が
大
磯
町
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
年
数
で
す
。
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①障がいのある人に配慮した建物、施設を示すマーク
②援助や配慮を必要としている人のマーク（ヘルプマーク）
③視覚障がいのある人の安全に配慮した建物、施設を示すマーク
④聴覚障がいの方が車に表示するマーク
⑤補助犬同伴の啓発のためのマーク
⑥肢体不自由の方が車に表示するマーク

住　　所　大磯町国府本郷1196
電話番号　（73）4530
ファックス　（73）1285
開館時間　８時30分〜17時15分
休 館 日　日曜・祝日・年末年始

「少し知っている」
それだけで心強い
大磯町身体障害者福祉協会会長の寺澤弘さんに
手話の紹介をしていただきました。

横
溝
千
鶴
子
記
念

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

おはよう こんにちは ありがとう

こんばんは 元気ですか

障がいに関するマーク
①

④

③

⑥

②

⑤

①

① ①

① ①②

② ②③ ③

② ②

手話の普及と

ご理解をお願い

します。

　
平
成
15
年
4
月
に
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
や
介
護
者
の
方
々
に
、

総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
障
が

い
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の

方
々
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
設
置

し
ま
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、

障
害
者
手
帳
の
申
請
な
ど
障
が
い

福
祉
の
各
種
手
続
き
や
相
談
が
で

き
ま
す
。
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瑞
宝
双
光
章
（
保
健
衛
生
功
労
）

旭
日
小
綬
章
（
海
洋
生
物
資
源
の
持
続
的
利
用

の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
政
策
推
進
に
寄
与
）

　
11
月
12
日
（
木
）、
第
57
回
大
磯

町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
次
第

を
縮
小
し
、
交
通
安
全
協
力
者
等
表

彰
の
み
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
】

・
株
式
会
社
　
本
城
商
店
（
大
磯
二

宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
株
式
会
社
　
髙
島
建
材
工
業
（
大

磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
大
磯
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
安
全
サ

ポ
ー
ト
（
大
磯
町
教
育
委
員
会
）

・
国
府
小
学
校
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
大
磯
町
教
育
委
員
会
）

・
み
ま
も
り
【
石
神
台
】（
石
神
台

自
治
会
）

【
個
人
】

・
中
越
　
将
夫
（
大
磯
二
宮
安
全
運

転
管
理
者
会
）

・
小
澤
　
雅
之
（
大
磯
町
教
育
委
員

会
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

（
公
社
）神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
・
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
連
名

感
謝
状
受
賞

○
防
犯
功
労
者
受
賞

○
防
犯
功
労
者
受
賞

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
６
７

い
つ
も
見
守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

～
地
域
の
防
犯
活
動
に
寄
与
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
今
年
度
の
県
民
の
つ

ど
い
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

日
頃
か
ら
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

る
個
人
・
団
体
の
方
々
へ
伝
達
式
と

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
会
長
・
関
東
管
区
警
察
局
長
連
名
表
彰
状
受
賞

○
特
別
功
労
団
体
受
賞

　
11
月
３
日
付
け
で
、
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
３
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
一
人
の
方
は
、
本
人
の

ご
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
令
和
２
年
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
を
３
名
が
受
章

石田　多嘉子
元　鷹岡病院長
（高麗）

中野　靖久さん
（石神台ガーディアン）

仲川　鴻平さん
（中丸地区自治会）

西小磯東安全安心パトロール隊

令
和
２
年
度
交
通
安
全
協
力
者

等
表
彰
受
賞
者
が
決
定

　
防
犯
功
労
者
、
防
犯
功
労
団
体
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

ダン・グッドマン
元　日本鯨類研究所

（石神台）

7 広報おおいそ　令和　年　月

　
深
澤
　
八
郎
さ
ん
の
ご
遺
族
２
名

よ
り
、
５
０
０
万
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
指
定
さ

れ
た
事
業
に
係
る
基
金
に
積
み
立
て
、

大
磯
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

　
一
般
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
よ

り
、
消
防
署
が
行
う
救
命
講
習
で
使

用
す
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
資
器
材

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

【
寄
贈
内
容
】

心
肺
蘇
生
訓
練
用
人
形
（
成
人
・
乳

児
）　
各
１
体

Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
１
器

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
救
命
講

習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
！

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
明
治
記
念
大
磯
邸

園
第
一
期
開
園
式
を
、
旧
大
隈
重
信
別
邸
南

面
庭
園
で
国
土
交
通
省
、
神
奈
川
県
と
と
も

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
・
県
・
町
で
は
「
明
治
１
５
０
年
」
関

連
施
策
の
一
環
と
し
て
、伊
藤
博
文
邸
跡（
旧

滄
浪
閣
）
等
の
建
物
群
及
び
緑
地
を
「
明
治

記
念
大
磯
邸
園
」
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
今
回
開
園
す
る
の
は
、
旧
大
隈
重

信
別
邸
庭
園
及
び
陸
奥
宗
光
別
邸
跡
庭
園
の

一
部
区
域
で
す
。

　
こ
の
大
磯
の
地
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
明
治
記
念
大
磯
邸
園
を
訪
れ
る
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
が
、
明
治
と
い
う
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、

立
憲
政
治
の
確
立
の
意
義
や
歴
史
を
学
び
、

先
人
た
ち
の
偉
業
や
功
績
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
な
い
喜
び
で

あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

ま
だ
ま
だ
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
。
新
し
い

社
会
環
境
の
変
化
に
適
応
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
ず
、
ま
す
ま
す
、

活
気
あ
ふ
れ
る
大
磯
町
を
創
っ
て
い
く
こ
と

で
、
大
磯
町
か
ら
神
奈
川
県
を
、
そ
し
て
日

本
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な

決
意
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

明
治
記
念
大
磯
邸
園  

第
一
期
開
園
式

�走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走

「
大
磯
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」を

い
た
だ
き
ま
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

応
援
寄
付
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

応
急
手
当
普
及
啓
発
資
器
材
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
！

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
大
磯
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
　
飯
島
　
二
郎
さ
ん
）

か
ら
、
20
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
応
援
寄
付
金
」
に
つ
い
て
の
お
礼

と
報
告

　
10
月
30
日
ま
で
募
集
を
行
い
ま
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
応
援
寄
付
金
」
に
は
、
次
の
と

お
り
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

累
計
　
25
件
　
２
０
１
万
６
，７
０
０
円

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ

り
感
謝
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
す
べ
て

本
町
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
町
が
実
施
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

　
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
12
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
典
を

２
部
制
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
マ

ス
ク
の
着
用
・
検
温
・
手
指
の
消
毒

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
11
日
（
月
・
祝
）　

　
第
一
部
　
正
午
～
12
時
30
分

　（
受
付
11
時
30
分
～
）

　
※
大
磯
中
学
校
区

　
第
二
部
　
14
時
～
14
時
30
分

　（
受
付
13
時
30
分
～
）

　
※
国
府
中
学
校
区

▼�

と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

メ
イ
ン
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

▼�

対
象
　
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼�

そ
の
他
　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方
で
出
席
を

希
望
す
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
当
日
は
、
新
成
人
の
方
の
み
旧
吉

田
茂
邸
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

問
・
申生

涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
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瑞
宝
双
光
章
（
保
健
衛
生
功
労
）

旭
日
小
綬
章
（
海
洋
生
物
資
源
の
持
続
的
利
用

の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
政
策
推
進
に
寄
与
）

　
11
月
12
日
（
木
）、
第
57
回
大
磯

町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
次
第

を
縮
小
し
、
交
通
安
全
協
力
者
等
表

彰
の
み
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
】

・
株
式
会
社
　
本
城
商
店
（
大
磯
二

宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
株
式
会
社
　
髙
島
建
材
工
業
（
大

磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
大
磯
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
通
安
全
サ

ポ
ー
ト
（
大
磯
町
教
育
委
員
会
）

・
国
府
小
学
校
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
大
磯
町
教
育
委
員
会
）

・
み
ま
も
り
【
石
神
台
】（
石
神
台

自
治
会
）

【
個
人
】

・
中
越
　
将
夫
（
大
磯
二
宮
安
全
運

転
管
理
者
会
）

・
小
澤
　
雅
之
（
大
磯
町
教
育
委
員

会
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

（
公
社
）神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
・
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
連
名

感
謝
状
受
賞

○
防
犯
功
労
者
受
賞

○
防
犯
功
労
者
受
賞

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
６
７

い
つ
も
見
守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

～
地
域
の
防
犯
活
動
に
寄
与
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
今
年
度
の
県
民
の
つ

ど
い
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

日
頃
か
ら
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

る
個
人
・
団
体
の
方
々
へ
伝
達
式
と

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
会
長
・
関
東
管
区
警
察
局
長
連
名
表
彰
状
受
賞

○
特
別
功
労
団
体
受
賞

　
11
月
３
日
付
け
で
、
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
３
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
お
一
人
の
方
は
、
本
人
の

ご
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
令
和
２
年
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
を
３
名
が
受
章

石田　多嘉子
元　鷹岡病院長
（高麗）

中野　靖久さん
（石神台ガーディアン）

仲川　鴻平さん
（中丸地区自治会）

西小磯東安全安心パトロール隊

令
和
２
年
度
交
通
安
全
協
力
者

等
表
彰
受
賞
者
が
決
定

　
防
犯
功
労
者
、
防
犯
功
労
団
体
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

ダン・グッドマン
元　日本鯨類研究所

（石神台）
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、
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０
０
万
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
指
定
さ

れ
た
事
業
に
係
る
基
金
に
積
み
立
て
、

大
磯
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

　
一
般
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
よ

り
、
消
防
署
が
行
う
救
命
講
習
で
使

用
す
る
応
急
手
当
普
及
啓
発
資
器
材

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

【
寄
贈
内
容
】

心
肺
蘇
生
訓
練
用
人
形
（
成
人
・
乳

児
）　
各
１
体

Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
１
器

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
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に
救
命
講

習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
！

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
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11
月
３
日
（
火
・
祝
）
明
治
記
念
大
磯
邸

園
第
一
期
開
園
式
を
、
旧
大
隈
重
信
別
邸
南

面
庭
園
で
国
土
交
通
省
、
神
奈
川
県
と
と
も

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
・
県
・
町
で
は
「
明
治
１
５
０
年
」
関

連
施
策
の
一
環
と
し
て
、伊
藤
博
文
邸
跡（
旧

滄
浪
閣
）
等
の
建
物
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及
び
緑
地
を
「
明
治

記
念
大
磯
邸
園
」
と
し
て
整
備
を
進
め
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お

り
ま
す
。
今
回
開
園
す
る
の
は
、
旧
大
隈
重

信
別
邸
庭
園
及
び
陸
奥
宗
光
別
邸
跡
庭
園
の

一
部
区
域
で
す
。

　
こ
の
大
磯
の
地
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
明
治
記
念
大
磯
邸
園
を
訪
れ
る
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
が
、
明
治
と
い
う
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、

立
憲
政
治
の
確
立
の
意
義
や
歴
史
を
学
び
、

先
人
た
ち
の
偉
業
や
功
績
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
な
い
喜
び
で

あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

ま
だ
ま
だ
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
。
新
し
い

社
会
環
境
の
変
化
に
適
応
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負
け
ず
、
ま
す
ま
す
、

活
気
あ
ふ
れ
る
大
磯
町
を
創
っ
て
い
く
こ
と

で
、
大
磯
町
か
ら
神
奈
川
県
を
、
そ
し
て
日

本
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な

決
意
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

明
治
記
念
大
磯
邸
園  

第
一
期
開
園
式

�走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走

「
大
磯
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」を

い
た
だ
き
ま
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

応
援
寄
付
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

応
急
手
当
普
及
啓
発
資
器
材
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
！

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
大
磯
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
　
飯
島
　
二
郎
さ
ん
）

か
ら
、
20
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
応
援
寄
付
金
」
に
つ
い
て
の
お
礼

と
報
告

　
10
月
30
日
ま
で
募
集
を
行
い
ま
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
応
援
寄
付
金
」
に
は
、
次
の
と

お
り
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

累
計
　
25
件
　
２
０
１
万
６
，７
０
０
円

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ

り
感
謝
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
す
べ
て

本
町
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
町
が
実
施
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

　
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
12
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
式
典
を

２
部
制
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
マ

ス
ク
の
着
用
・
検
温
・
手
指
の
消
毒

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
11
日
（
月
・
祝
）　

　
第
一
部
　
正
午
～
12
時
30
分

　（
受
付
11
時
30
分
～
）

　
※
大
磯
中
学
校
区

　
第
二
部
　
14
時
～
14
時
30
分

　（
受
付
13
時
30
分
～
）

　
※
国
府
中
学
校
区

▼�
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

メ
イ
ン
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

▼�

対
象
　
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼�

そ
の
他
　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方
で
出
席
を

希
望
す
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
当
日
は
、
新
成
人
の
方
の
み
旧
吉

田
茂
邸
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

問
・
申生

涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
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▼
対
象
者
・
主
な
要
件

・�

令
和
元
年
12
月
１
日
以
前
に
創
業

し
て
い
る
。

・�

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
。

・�

事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

・�

６
～
８
月
ま
で
の
月
の
１
か
月
の

売
上
高
が
、
前
年
同
月
と
比
較
し

て
、
最
も
売
上
減
少
率
の
大
き
い

月
に
お
い
て
20
％
以
上
減
少
し
て

い
る
。

・�

６
～
８
月
の
売
上
の
合
計
が
前
年

同
月
と
比
較
し
て
20
万
円
以
上
減

少
し
て
い
る
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

１
項
ま
た
は
第
３
項
に
該
当
す
る
。

・�

町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

▼
給
付
額

①�

20
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
　

20
万
円

②�
50
％
以
上
の
場
合
　
10
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書

②
誓
約
書

③
請
求
書

④�

６
～
８
月
及
び
前
年
同
月
の
売
上

が
確
認
で
き
る
書
類

⑤
直
近
の
確
定
申
告
書
の
写
し

⑥�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

▼
締
切
り

　�

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　（
消
印
有
効
）

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
支
援
制
度
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

既
に
３
～
５
月
の
売
上
で
申
請
し
、

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
事
業
者
も

再
度
申
請
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　
☎
（
61
）
５
７
１
９

小
規
模
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

（
第
２
期
）

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
受
給
条
件
が
見
直
さ
れ
ま
す

売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
を
対
象
に
事
業
の
継
続
を

支
援
す
る
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の

減
少
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

▼�

対
象
　
次
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

　
方

・�

収
入
が
減
少
し
た

・�

公
的
年
金
等
受
給
者

・�

家
計
が
急
変
し
た

※
収
入
（
所
得
）
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼�

締
切
り
　
令
和
３
年
１
月
29
日

（
金
）

　「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月
分
か

ら
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

の
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
算
出
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
は
、
障
害
年
金
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、

手
当
の
受
給
が
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
と
、
障
害

年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
と
の
差

額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま

す
。

▼
手
続
き

　
既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

原
則
申
請
不
要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
１
日

（
月
）
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、
事
前

申
請
は
可
能
で
す
。

▼
支
給
開
始
月

　
令
和
３
年
３
月
分
か
ら

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
０
６

問
・
申

　�

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　�

☎
０
１
２
０
（
４
０
０
）
９
０
３

　
平
日
９
時
～
18
時

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
０
６

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
て
開
催
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
大
磯
町
賀
詞
交
換
会

　
町
条
例
表
彰
者
の
表
彰
式
の
み
の

開
催
と
し
、
被
表
彰
者
を
中
心
と
し

た
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
の
た
め
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

　
１
月
４
日
（
月
）
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

消
防
出
初
式

　
参
加
者
を
限
定
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
の
方
の
見
学
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　
１
月
10
日
（
日
）
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

イ
ベ
ン
ト
等
の
規
模
縮
小
の

お
知
ら
せ
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大
橋
ま
で
各
宿
場
町
を
案
内
し
ま
す
。
絵

や
写
真
も
豊
富
で
、
街
道
に
ま
つ
わ
る
出

来
事
も
ふ
ん
だ
ん
に
収
録
。
見
て
楽
し
い
、

読
ん
で
も
面
白
い
１
冊
で
す
。
大
磯
宿
が

ど
ん
な
風
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
、

自
分
で
た
し
か
め
て
み
て
ね
。

　「
冬
休
み
す
い
せ
ん
図
書
」
の
チ
ラ
シ

は
、
図
書
館
で
の
配
布
や
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
本
を

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

書
籍
消
毒
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
本
館
・
分
館
と
も

に
書
籍
消
毒
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
使
い

方
は
、
借
り
た
本
を

消
毒
機
の
中
に
あ
る
フ
ッ
ク
に
掛
け
、
開

始
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。
除
菌
・
消

臭
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ミ
ニ
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
！

　
第
19
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
で
出
品
し

な
か
っ
た
子
ど
も
向
け
の
本
を
提
供
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
４
日
（
金
）
か
ら

▼�

と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
１
階
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー

▼�

内
容
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
、

除
籍
本
の
う
ち
、
子
ど
も
向
け
の
本

▼�

そ
の
他
　
本
を
持
ち
帰
る
袋
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

転
売
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
方
は
お

断
り
し
ま
す
。

冬
休
み
は
ど
っ
ぷ
り
読
書
！

す
い
せ
ん
図
書
リ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

　
冬
休
み
に
向
け
て
、
心
温
ま
る
す
い
せ

ん
図
書
リ
ス
ト
を
学
年
別
に
用
意
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
５・
６
年
生
向
き
の

１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
東
海
道
五
十
三
次
８
番
目
の
宿
場
町
と

い
え
ば
ど
こ
で
し
ょ
う
？
　
そ
う
、
大
磯

で
す
ね
。
こ
の
本
は
、東
海
道
の
出
発
点・

江
戸
日
本
橋
か
ら
終
着
点
の
京
都
・
三
条

時
代
の
お
墓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
ど
う
し
て
地
元
の
方
は
乗
物
穴
と
呼
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
も
う
想

像
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幌
が
着
い

た
馬
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

研
修
室
の
使
用
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
の
研
修
室
は
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
た
び
、
カ
ー
テ
ン
を
新
し

く
し
、
壁
紙
を
張
り
替
え
ま
し
た
。
絵
画

サ
ー
ク
ル
や
学
習
会
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※�

半
分
以
上
が
町
内
に
お
住
ま
い
の
町
内

団
体
は
、
１
時
間
５
１
０
円
で
す
。
詳

し
く
は
、
郷
土
資
料
館
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

乗
物
穴
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
で
復
刻
・
販
売
し
て
い
る

明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
発
行
の
『
神
奈

川
県
大
磯
明
細
全
図
』
に
は
、
右
側
上
部

に
「
乗
物
穴
」
と
い
う
表
記
と
と
も
に
、

半
円
形
状
に
口
を
開
い
た
穴
の
よ
う
な
も

の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
編
纂
さ
れ
た

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
や
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
発
行
さ
れ
た
『
大
磯
誌
』

に
は
、
そ
の
記
載
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
　

　
こ
の
「
乗
物
穴
」
の
位
置
は
、
神
奈
川

県
指
定
史
跡
で
あ
る
釜
口
古
墳
の
北
西
に

あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
神
奈
川
県
指
定

史
跡
で
あ
る
「
楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群
」
が

展
開
す
る
場
所
に
該
当
し
ま
す
。

　
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
地
理
学
の
創

始
者
で
も
あ
る
山
崎
直
方
（
な
お
ま
さ
）

が
来
磯
し
て
、
19
基
の
横
穴
墓
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
記
録
が
、『
東

京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
み
る
と
、「
第

十
二
よ
り
十
七
に
到
（
マ
マ
）
る
の
六
穴

は
要
國
寺
山
に
あ
り
ま
し
て
土
俗
乗
物
穴

と
申
し
ま
す
之
は
其
形
が
似
て
居
る
よ
り

命
じ
た
る
名
に
て
格
別
他
に
出
處
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
乗
物
穴
と
は
、
楊
谷
寺

谷
戸
（
報
告
で
は
要
國
寺
）
に
あ
る
古
墳

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　12／3・７・14・21・28〜１/4
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　12／１・７・14・21・28〜１/５

▲『大磯明細全図』の乗物穴

♯
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

　『
ま
る
で
人
工
的
に
作
ら
れ
た
よ
う
な
極

彩
色
の
泉
』『
地
球
最
古
の
岩
盤
が
残
る

下
界
と
断
絶
さ
れ
た
大
陸
の
孤
島
』…
…
。�

世
界
に
は
様
々
な
秘
境
が
存
在
し
ま
す
。

さ
あ
、
本
書
を
読
ん
で
、
世
界
に
あ
る
幻

想
的
な
光
景
を
、
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

『世界の極上絶
景・秘境』

笹倉出版社
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▼
対
象
者
・
主
な
要
件

・�

令
和
元
年
12
月
１
日
以
前
に
創
業

し
て
い
る
。

・�

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
。

・�

事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

・�

６
～
８
月
ま
で
の
月
の
１
か
月
の

売
上
高
が
、
前
年
同
月
と
比
較
し

て
、
最
も
売
上
減
少
率
の
大
き
い

月
に
お
い
て
20
％
以
上
減
少
し
て

い
る
。

・�

６
～
８
月
の
売
上
の
合
計
が
前
年

同
月
と
比
較
し
て
20
万
円
以
上
減

少
し
て
い
る
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

１
項
ま
た
は
第
３
項
に
該
当
す
る
。

・�

町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

▼
給
付
額

①�

20
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
　

20
万
円

②�

50
％
以
上
の
場
合
　
10
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書

②
誓
約
書

③
請
求
書

④�

６
～
８
月
及
び
前
年
同
月
の
売
上

が
確
認
で
き
る
書
類

⑤
直
近
の
確
定
申
告
書
の
写
し

⑥�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

▼
締
切
り

　�

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　（
消
印
有
効
）

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
支
援
制
度
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

既
に
３
～
５
月
の
売
上
で
申
請
し
、

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
事
業
者
も

再
度
申
請
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　
☎
（
61
）
５
７
１
９

小
規
模
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

（
第
２
期
）

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
受
給
条
件
が
見
直
さ
れ
ま
す

売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
を
対
象
に
事
業
の
継
続
を

支
援
す
る
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の

減
少
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

▼�

対
象
　
次
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

　
方

・�

収
入
が
減
少
し
た

・�

公
的
年
金
等
受
給
者

・�

家
計
が
急
変
し
た

※
収
入
（
所
得
）
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼�

締
切
り
　
令
和
３
年
１
月
29
日

（
金
）

　「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月
分
か

ら
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

の
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
算
出
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
は
、
障
害
年
金
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、

手
当
の
受
給
が
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
と
、
障
害

年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
と
の
差

額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま

す
。

▼
手
続
き

　
既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

原
則
申
請
不
要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
１
日

（
月
）
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、
事
前

申
請
は
可
能
で
す
。

▼
支
給
開
始
月

　
令
和
３
年
３
月
分
か
ら

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
０
６

問
・
申

　�

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　�

☎
０
１
２
０
（
４
０
０
）
９
０
３

　
平
日
９
時
～
18
時

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
０
６

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
て
開
催
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
大
磯
町
賀
詞
交
換
会

　
町
条
例
表
彰
者
の
表
彰
式
の
み
の

開
催
と
し
、
被
表
彰
者
を
中
心
と
し

た
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
の
た
め
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

　
１
月
４
日
（
月
）
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

消
防
出
初
式

　
参
加
者
を
限
定
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
の
方
の
見
学
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　
１
月
10
日
（
日
）
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

イ
ベ
ン
ト
等
の
規
模
縮
小
の

お
知
ら
せ
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大
橋
ま
で
各
宿
場
町
を
案
内
し
ま
す
。
絵

や
写
真
も
豊
富
で
、
街
道
に
ま
つ
わ
る
出

来
事
も
ふ
ん
だ
ん
に
収
録
。
見
て
楽
し
い
、

読
ん
で
も
面
白
い
１
冊
で
す
。
大
磯
宿
が

ど
ん
な
風
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
、

自
分
で
た
し
か
め
て
み
て
ね
。

　「
冬
休
み
す
い
せ
ん
図
書
」
の
チ
ラ
シ

は
、
図
書
館
で
の
配
布
や
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
本
を

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

書
籍
消
毒
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
本
館
・
分
館
と
も

に
書
籍
消
毒
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
使
い

方
は
、
借
り
た
本
を

消
毒
機
の
中
に
あ
る
フ
ッ
ク
に
掛
け
、
開

始
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。
除
菌
・
消

臭
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ミ
ニ
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
！

　
第
19
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
で
出
品
し

な
か
っ
た
子
ど
も
向
け
の
本
を
提
供
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
４
日
（
金
）
か
ら

▼�

と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
１
階
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー

▼�

内
容
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
、

除
籍
本
の
う
ち
、
子
ど
も
向
け
の
本

▼�

そ
の
他
　
本
を
持
ち
帰
る
袋
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

転
売
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
方
は
お

断
り
し
ま
す
。

冬
休
み
は
ど
っ
ぷ
り
読
書
！

す
い
せ
ん
図
書
リ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

　
冬
休
み
に
向
け
て
、
心
温
ま
る
す
い
せ

ん
図
書
リ
ス
ト
を
学
年
別
に
用
意
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
５・
６
年
生
向
き
の

１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
東
海
道
五
十
三
次
８
番
目
の
宿
場
町
と

い
え
ば
ど
こ
で
し
ょ
う
？
　
そ
う
、
大
磯

で
す
ね
。
こ
の
本
は
、東
海
道
の
出
発
点・

江
戸
日
本
橋
か
ら
終
着
点
の
京
都
・
三
条

時
代
の
お
墓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
ど
う
し
て
地
元
の
方
は
乗
物
穴
と
呼
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
も
う
想

像
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幌
が
着
い

た
馬
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

研
修
室
の
使
用
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
の
研
修
室
は
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
た
び
、
カ
ー
テ
ン
を
新
し

く
し
、
壁
紙
を
張
り
替
え
ま
し
た
。
絵
画

サ
ー
ク
ル
や
学
習
会
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※�

半
分
以
上
が
町
内
に
お
住
ま
い
の
町
内

団
体
は
、
１
時
間
５
１
０
円
で
す
。
詳

し
く
は
、
郷
土
資
料
館
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

乗
物
穴
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
で
復
刻
・
販
売
し
て
い
る

明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
発
行
の
『
神
奈

川
県
大
磯
明
細
全
図
』
に
は
、
右
側
上
部

に
「
乗
物
穴
」
と
い
う
表
記
と
と
も
に
、

半
円
形
状
に
口
を
開
い
た
穴
の
よ
う
な
も

の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
編
纂
さ
れ
た

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
や
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
発
行
さ
れ
た
『
大
磯
誌
』

に
は
、
そ
の
記
載
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
　

　
こ
の
「
乗
物
穴
」
の
位
置
は
、
神
奈
川

県
指
定
史
跡
で
あ
る
釜
口
古
墳
の
北
西
に

あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
神
奈
川
県
指
定

史
跡
で
あ
る
「
楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群
」
が

展
開
す
る
場
所
に
該
当
し
ま
す
。

　
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
地
理
学
の
創

始
者
で
も
あ
る
山
崎
直
方
（
な
お
ま
さ
）

が
来
磯
し
て
、
19
基
の
横
穴
墓
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
記
録
が
、『
東

京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
み
る
と
、「
第

十
二
よ
り
十
七
に
到
（
マ
マ
）
る
の
六
穴

は
要
國
寺
山
に
あ
り
ま
し
て
土
俗
乗
物
穴

と
申
し
ま
す
之
は
其
形
が
似
て
居
る
よ
り

命
じ
た
る
名
に
て
格
別
他
に
出
處
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
乗
物
穴
と
は
、
楊
谷
寺

谷
戸
（
報
告
で
は
要
國
寺
）
に
あ
る
古
墳
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　　　　　　休館日　12／3・７・14・21・28〜１/4
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に
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彩
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の
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地
球
最
古
の
岩
盤
が
残
る

下
界
と
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た
大
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の
孤
島
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世
界
に
は
様
々
な
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在
し
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す
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あ
、
本
書
を
読
ん
で
、
世
界
に
あ
る
幻

想
的
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ぜ
ひ
楽
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ん
で
み
て
く

だ
さ
い
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と
休
み
し
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
最
後
に
、
我
が
家
の
子
ど
も
た
ち

に
も
人
気
だ
っ
た
、
お
家
で
で
き
る

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
年
末
年
始
な
ど
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
時
間
が
あ
る
時
に
ぜ
ひ

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
」

　
歩
く
の
が
上
手
に
な
り
、
大
人
の

言
葉
掛
け
に
応
じ
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
が
お
勧
め
で
す
。

　
子
ど
も
を
大
人
の
足
の
甲
に
立
た

せ
、
手
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
ま
す
。

大
人
は
後
ろ
向
き
で
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
ま
す
。
少
し
慣
れ
て
き
た
ら
大
人

が
前
進
（
子
ど
も
は
後
ろ
向
き
に
進

む
ス
リ
ル
が
味
わ
え
ま
す
）
し
た
り
、

大
股
、
小
股
、
早
歩
き
等
変
化
を
も

た
せ
る
と
よ
り
楽
し
く
な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
守
屋

　
☎
内
線
３
０
９

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
今
ま
で
と
は
全
く

違
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
っ
た

り
、
悩
ん
だ
り
、
試
行
錯
誤
の
毎
日

だ
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
小
さ
な
子
を
も
つ
親

子
の
暮
ら
し
を
聞
き
取
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
多
く
の
方
か
ら
挙
が
っ
た

声
が
「
子
ど
も
と
の
過
ご
し
方
に
悩

ん
だ
」
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
登
園
や
登
校
の
自
粛
、
休
校
な
ど

子
ど
も
と
家
に
い
る
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
、
子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
、
時
に
は
叱
っ
て
し

ま
い
、
あ
と
で
反
省
し
た
…
な
ん
て

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
に
は
子
育
て
中
の
パ
パ
や
マ
マ

の
応
援
団
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
誰

か
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
気

持
ち
の
整
理
が
で
き
た
り
、
物
事
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
こ

と
話
し
て
い
い
の
か
な
？
」
と
思
わ

ず
、
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
育
児
相
談
、
離
乳
食
教
室
、
い
そ

さ
ぽ
ル
ー
ム
も
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
相
談
事
が

な
く
て
も
計
測
だ
け
、
ち
ょ
っ
と
ひ

こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す

▼
と
き
　
12
月
12
日
（
土
）

　
９
時
～
正
午

　
13
時
～
16
時

　
受
取
り
は
事
前
予
約
制
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
案
内
が
届

い
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　
町
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
交
付
案

内
で
ご
持
参
い
た
だ
く
書
類
を
ご
確

認
の
う
え
、
受
取
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り

窓
口
を
休
日
に
開
設
し
ま
す

医
療
機
関
へ
の
受
診
を

　
　
　
　
控
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

申込多数により、２月１２日（金）午前中に
追加で健診を実施いたします。

★予約開始日　１２月９日（水）９時～
①電話（土日祝除く８：30～17：15）
　特定健康診査がある方：町民課　　　　　☎内線268
　がん検診のみの方：スポーツ健康課　☎内線310
②電子申請（PC／スマートフォン）
　「e-kanagawa電子申請」
　で検索

▶締切り　１月12日（火）
　※定員になり次第、予約を締め切ります。
★�胃・肺・大腸・乳・子宮頸がん検診は２月末まで施
設健診を実施しています！
　実施医療機関や予約に関しては、スポーツ健康課に
お電話ください。
問特定健康診査　　町民課　　　　　☎内線268
　がん検診　　　　スポーツ健康課　☎内線310

特定健康診査・がん検診の
　　　　　実施日程を追加します！！！

がん検診

場所：保健センター　時間：午前中

特定健診 大腸がん 肝炎
ウイルス

前立腺
がん

胃がんリ
スク

○ ○ ○ ○ ○

特定健康
診査

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
医
療
機
関
へ
の
受
診
が

減
少
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
小
児
科
で
は
受
診
者
数
が
半

減
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
健
診
や
受

診
を
控
え
た
り
、
長
期
間
経
過
す
る

と
、
病
状
の
変
化
を
見
逃
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

健
診
や
予
防
接
種
は
適
切
な
時
期
に

受
け
て
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

発
熱
の
場
合
は
受
診
前
に
電
話
で
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
電
話
で
医
療
機
関
・
か
か
り
つ
け

医
に
症
状
を
伝
え
、
受
診
方
法
に
つ

い
て
指
示
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
で
受
診
が
で
き
な
い

場
合

　
県
の
発
熱
等
診
療
予
約
セ
ン
タ
ー

に
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
し
、

受
診
予
約
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

▼
電
話

　
☎
（
０
５
７
０
）
０
４
８
９
１
４

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

　
ア
カ
ウ
ン
ト

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
21
時

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
１
０
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子育て支援総合センター
からのお知らせ

問・申（受付時間 9：00〜17：00）
子育て支援総合センター（めばえ）
☎（71）3377
休館日　12/6・13・20・27・29〜１/３
　　　　（日・祝日・年末年始）

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子制作
未就学児と保護者

12/１（火）〜
12/25（金）

10：00～11：45
13：15～15：00

クリスマスにちなんだ飾りを親子で作ってみません
か。おうちに飾れば、クリスマスも華やかになりま
すね。申不要

ママと一緒の
おはなしタイム 12/１（火） 11：00～11：30 おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし

会です。申不要

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談 未就学児の保護者 12/14（月） 10：45～11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをご相談くださ

い。申不要

お誕生会 未就学児と保護者 12/15（火） 11：00～11：30 プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形・
足形を押して）申不要

保健師の育児相談 未就学児の保護者 12/21（月） 10：45～11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをご相談くださ
い。申不要

子育て講座
「親子で楽しもう
� リトミック」

①６か月～１歳位の
乳幼児と保護者

②１歳～３歳位の乳
幼児と保護者　

12/22（火） ①10：00～10：30
②10：45～11：30

様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。
いろいろな楽器の振動にも触れ、耳や身体で音を感
じましょう。
定各５組　講師：槇　久美子氏・小林　晴奈氏
持バスタオル（①のみ）　申12/１（火）～

イクメン講座
「イクメン版やさしい
� 子育て練習講座」

未就学児と父親 1/16（土） 10：00～11：30
お子さんのしつけに効果的なスキルを学び、育児に
役立てるとともに、お父さん同士おしゃべりしませ
んか？定６組　講師：横溝　順氏（大磯幼稚園総
括教諭）　申 12/11（金）～

石坂巻子記念子育て支援センター（すくすく）　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子制作 未就学児と保護者 12/１（火）〜
12/25（金）

10：00～11：45
13：15～15：00

申不要
保健師の育児相談

未就学児の保護者
12/７（月）

10：45～11：45
子ども発達相談員
（心理士）の育児相談 12/８（火）

お誕生会
未就学児と保護者

12/18（金）
11：00～11：30

ママと一緒の
おはなしタイム 12/22（火） おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし

会です。申不要

※定員がある講座は先着順となります。　申申込み　定定員　持持ち物

j h g f j h g f k j h g f k j h
g

f
k

j
h

g
f

k
j

h
g

f
k

j
h

g

fkjhgfkjhgfkjhg

f
k

j
h

g
f

k
j

h
g

f
k

j
h

g
f

　イクメンと言うのはちょっと照れるしハードルが高いと感じる
お父さんもいらっしゃるようですが、この講座は、子育て中のパ
パならどなたでも感じる「子どもってこんなに泣くの？」「こん
な時どうすればいい？」「父としてどうする？」など子育ての悩
みにアドバイスがもらえます。
　今回は、お子さんと一緒に
簡単なふれあい遊びをしたり、
子育てのポイントを聞いた
りします。パパ同士のおしゃ
べりってとっても大切なので、
気軽に参加してくださいね。

　つどいの広場では、身長・体重を測って用
紙に記入してお渡ししています。職員に声を
掛けていただければ
いつでもできます。
お子さんの成長を実
感してみましょう。

イクメン講座
「イクメン版やさしい子育て練習講座」

昨年の様子です

大きくなったかな
？
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と
休
み
し
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
最
後
に
、
我
が
家
の
子
ど
も
た
ち

に
も
人
気
だ
っ
た
、
お
家
で
で
き
る

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
年
末
年
始
な
ど
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
時
間
が
あ
る
時
に
ぜ
ひ

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
」

　
歩
く
の
が
上
手
に
な
り
、
大
人
の

言
葉
掛
け
に
応
じ
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
が
お
勧
め
で
す
。

　
子
ど
も
を
大
人
の
足
の
甲
に
立
た

せ
、
手
を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
ま
す
。

大
人
は
後
ろ
向
き
で
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
ま
す
。
少
し
慣
れ
て
き
た
ら
大
人

が
前
進
（
子
ど
も
は
後
ろ
向
き
に
進

む
ス
リ
ル
が
味
わ
え
ま
す
）
し
た
り
、

大
股
、
小
股
、
早
歩
き
等
変
化
を
も

た
せ
る
と
よ
り
楽
し
く
な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
守
屋

　
☎
内
線
３
０
９

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
今
ま
で
と
は
全
く

違
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
っ
た

り
、
悩
ん
だ
り
、
試
行
錯
誤
の
毎
日

だ
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
小
さ
な
子
を
も
つ
親

子
の
暮
ら
し
を
聞
き
取
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
多
く
の
方
か
ら
挙
が
っ
た

声
が
「
子
ど
も
と
の
過
ご
し
方
に
悩

ん
だ
」
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
登
園
や
登
校
の
自
粛
、
休
校
な
ど

子
ど
も
と
家
に
い
る
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
、
子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
、
時
に
は
叱
っ
て
し

ま
い
、
あ
と
で
反
省
し
た
…
な
ん
て

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
に
は
子
育
て
中
の
パ
パ
や
マ
マ

の
応
援
団
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
誰

か
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
気

持
ち
の
整
理
が
で
き
た
り
、
物
事
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
こ

と
話
し
て
い
い
の
か
な
？
」
と
思
わ

ず
、
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
育
児
相
談
、
離
乳
食
教
室
、
い
そ

さ
ぽ
ル
ー
ム
も
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
相
談
事
が

な
く
て
も
計
測
だ
け
、
ち
ょ
っ
と
ひ

こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す

▼
と
き
　
12
月
12
日
（
土
）

　
９
時
～
正
午

　
13
時
～
16
時

　
受
取
り
は
事
前
予
約
制
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
案
内
が
届

い
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　
町
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
交
付
案

内
で
ご
持
参
い
た
だ
く
書
類
を
ご
確

認
の
う
え
、
受
取
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り

窓
口
を
休
日
に
開
設
し
ま
す

医
療
機
関
へ
の
受
診
を

　
　
　
　
控
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

申込多数により、２月１２日（金）午前中に
追加で健診を実施いたします。

★予約開始日　１２月９日（水）９時～
①電話（土日祝除く８：30～17：15）
　特定健康診査がある方：町民課　　　　　☎内線268
　がん検診のみの方：スポーツ健康課　☎内線310
②電子申請（PC／スマートフォン）
　「e-kanagawa電子申請」
　で検索

▶締切り　１月12日（火）
　※定員になり次第、予約を締め切ります。
★�胃・肺・大腸・乳・子宮頸がん検診は２月末まで施
設健診を実施しています！

　実施医療機関や予約に関しては、スポーツ健康課に
お電話ください。
問特定健康診査　　町民課　　　　　☎内線268
　がん検診　　　　スポーツ健康課　☎内線310

特定健康診査・がん検診の
　　　　　実施日程を追加します！！！

がん検診

場所：保健センター　時間：午前中

特定健診 大腸がん 肝炎
ウイルス

前立腺
がん

胃がんリ
スク

○ ○ ○ ○ ○

特定健康
診査

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
医
療
機
関
へ
の
受
診
が

減
少
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
小
児
科
で
は
受
診
者
数
が
半

減
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
健
診
や
受

診
を
控
え
た
り
、
長
期
間
経
過
す
る

と
、
病
状
の
変
化
を
見
逃
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

健
診
や
予
防
接
種
は
適
切
な
時
期
に

受
け
て
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

発
熱
の
場
合
は
受
診
前
に
電
話
で
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
電
話
で
医
療
機
関
・
か
か
り
つ
け

医
に
症
状
を
伝
え
、
受
診
方
法
に
つ

い
て
指
示
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
で
受
診
が
で
き
な
い

場
合

　
県
の
発
熱
等
診
療
予
約
セ
ン
タ
ー

に
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
し
、

受
診
予
約
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

▼
電
話

　
☎
（
０
５
７
０
）
０
４
８
９
１
４

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

　
ア
カ
ウ
ン
ト

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
21
時

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
内
線
３
１
０
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▼
入
居
日
　

　
３
月
１
日
（
月
）（
予
定
）

▼
申
込
資
格
　

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
申
込
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
。

②�

夫
婦
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
し
た

家
族
で
あ
る
こ
と
。

③�

申
込
者
が
町
内
に
継
続
し
て
１
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
継
続
し

て
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

（
基
準
日
は
令
和
３
年
１
月
４
日
）

④�

町
が
定
め
る
住
宅
困
窮
理
由
に
該

当
す
る
こ
と
。

⑤�

所
定
の
方
法
で
計
算
し
た
月
収
額

が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦�

申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と
。

▼�

募
集
住
宅
　
月
京
住
宅
（
月
京
11

番
１
号
）
募
集
戸
数�

１
戸
（
南

棟
１
階
）
間
取�

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
申
込
方
法
　
郵
送
の
み

▼�

申
込
期
間
　
12
月
10
日（
木
）か
ら

１
月
４
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）

▼�

そ
の
他
　
詳
し
く
は
12
月
10
日

（
木
）
か
ら
役
場
１
階
受
付
、
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
福
祉
課
窓
口
、

国
府
支
所
で
配
布
す
る
「
募
集
の

し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
４

　町
営
住
宅
（
月
京
）
の
入
居
者
募
集

法
令
に
よ
り
原
則
禁
止

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
を
庭
や
畑
な
ど
で
焼
却
す
る
行
為

い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は
、「
神
奈
川
県

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、「
県
条
例
」）
で
焼
却

施
設
を
使
用
し
な
い
屋
外
で
行
う
燃

焼
行
為
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
周
囲
の
人
に
煙
や
悪

臭
で
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
と
、
２
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
も
、
原
則
、
屋

外
燃
焼
行
為
は
禁
止
し
て
お
り
、
こ

れ
に
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

　
県
条
例
で
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

る
屋
外
燃
焼
行
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�「
焼
き
畑
、
下
枝
の
焼
却
」
な
ど

農
林
業
者
が
自
己
の
農
林
業
の
作

業
に
伴
い
行
う
燃
焼
行
為
（
合
成

樹
脂
、
ゴ
ム
、
油
脂
類
ま
た
は
布

を
含
ま
な
い
も
の
）

・�「
落
ち
葉
た
き
」
な
ど
た
き
火
そ

の
他
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通

常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て

軽
微
な
も
の

・�「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
」
そ
の
他
屋
外
レ
ジ
ャ
ー

に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行

為
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

・�「
ど
ん
ど
焼
き
」「
正
月
の
し
め
縄

な
ど
を
焼
く
行
事
」
な
ど
地
域
的

慣
習
に
よ
る
催
し
、
ま
た
は
宗
教

上
の
儀
式
行
事
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

消
火
訓
練
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
行
う
燃

焼
行
為

　
例
外
の
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て
も
周

辺
に
煙
や
臭
気
な
ど
に
よ
る
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

野
焼
き（
屋
外
燃
焼
行
為
）は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

猫
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情

　
町
で
は
、
猫
に
つ
い
て
の
ご
相
談

や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
の
多
く
は
、
猫
の
フ
ン
や
尿

に
関
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
良
猫
の
多
く
は
屋
外
で

暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
交
通
事
故
や

感
染
症
、
猫
同
士
の
喧
嘩
な
ど
に

よ
っ
て
負
傷
し
、
人
に
看
病
さ
れ
な

い
ま
ま
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い

野
良
猫
が
子
ど
も
を
産
み
、
野
良
猫

が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題

も
増
え
て
い
き
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

　
町
で
は
、飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
が
引
き
起
こ
す
フ
ン
尿
等
に

よ
る
生
活
被
害
を
防
止
し
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
増
加
を
抑
え
、
人
と

猫
が
共
生
で
き
る
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話

で
の
お
問
合
せ
、
あ
る
い
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

飼
い
主
の
い
な
い

　猫
の
不
妊
去
勢
手
術

　
　

�

に
つ
い
て

▶︎計画名　第３次大磯町男女共同参画推進プラン（素案）
▶︎�概要　男女共同参画社会の実現のため、町の施策の
基本的な考え方の方向性を明らかにし、指針とする
ものです。
▶︎募集期間　12月７日（月）～１月６日（水）
▶︎�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（役
場本庁舎・国府支所）、生涯学習館、図書館本館、
横溝千鶴子記念障害福祉センター、世代交流セン
ターさざんか荘
▶︎�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Ｅメー
ル、電子申請
▶︎�その他　様式は問いません。氏名、住所、連絡先、
「第３次大磯町男女共同参画推進プラン（素案）」
に対する意見であることを明記してください。
▶︎提出・問合せ先　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

パブリックコメントを募集します
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　毎年、年末になると、大掃除などで出たごみを美化
センターに持ち込まれる方が非常に多くなります。
　特に、最終週（今年度は12月21日（月）から28日（月））
は、大変混み合います。
　また、26日（土）は、特別対応として、午後（13時～
16時）も持込みが可能です。
　大掃除は計画的に行い、年内最終週の持込みを避け、
早めの持込みや年内の通常の収集等を利用するようご
協力ください。
　なお、年始の持込みは１月４日（月）からになります。

美化センター　☎（72）4438

ト
や
折
畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

必
ず
折
り
た
た
ん
で
、
通
行
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　�

　
ま
た
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
使

用
を
決
め
て
い
る
集
積
場
所
以
外

に
は
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※�

町
で
は
折
畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク
ス

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集

積
場
所
の
カ
ラ
ス
対
策
等
で
、
折

畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
集
積
場
所
は
、
地
域
で
利
用

す
る
皆
さ
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別
し
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

・�

ご
み
は
夜
間
や
前
日
ま
で
に
出
さ

ず
、
収
集
日
当
日
（
午
前
８
時
30

分
ま
で
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

古
紙
古
布
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
日
で
は
、
品
目
ご

と
に
収
集
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

す
で
に
収
集
を
終
え
た
品
目
を
後

か
ら
出
さ
れ
て
も
収
集
は
で
き
ま

せ
ん
。

・�

ご
み
が
回
収
さ
れ
た
後
は
、
ネ
ッ

　
小
型
家
電
製
品
に
は
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
な
ど
の
二
次
電
池
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
に
小
型
家
電
製

品
が
混
入
さ
れ
、
こ
の
中
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
発
火
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
設
備
の
消
火
装
置
が
作
動
し
大
事

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国

の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
の
火
災
事
故

の
発
生
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
異

物
混
入
は
重
大
事
故
発
生
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
正
し
く
分

別
し
、
製
品
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
二
次
電
池

は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
次
電
池
は
町
で
は
処
分

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
メ
ー
カ
ー
や

取
扱
店
に
ご
相
談
の
う
え
、
正
し

く
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
・
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎（
72
）４
４
３
８

　「
有
害
ご
み
」
に
は
、
焼
却
す
る
と
危
険
な
も
の
や
重
金
属
を
含
む
も
の

が
あ
り
ま
す
。
人
体
に
影
響
の
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
水
銀
を
含
む
体
温
計

や
電
池
な
ど
を
焼
却
す
る
と
、
水
銀
が
気
化
し
て
有
害
な
ガ
ス
が
発
生
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
他
の
ご
み
に
混
入

す
る
と
、
処
理
施
設
や
収
集
車
両
の
火
災
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
「
有
害
ご
み
」
は
必
ず
分
別
し
、
指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
「
青

色
の
缶
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

リチウムイオン電池の捨て方についての動画　http://www.youtube.com/watch?v=CBFAhDeIoaE
小型充電式電池リサイクル（ＪＢＲＣ）HP　https://www.jbrc.com/

ご
み
集
積
場
所
の
管
理
や
出
し
方
に
つ
い
て

１月４日（月）に予定する不燃ごみ等の回収容器は、
１月３日（日）の箱根駅伝大会終了後に設置します。

美化センターへのごみ持込みは
28日（月）が年内最終日！

平均件数

30件

150 件
年末最終週は
１時間以上

待つこともあります！

「
有
害
ご
み
」
は
分
別
し
な
い
と
危
険
で
す
！

～
再
度
ご
み
の
分
別
の
徹
底
を
～

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

（
公
財
）
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会

　提
供

美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎（
72
）４
４
３
８

サイズは1.2ｍと1.8ｍがあります。
※�写真の折畳み式集積ボックスは1.2mサイズ

国府新宿、月京、虫窪、黒岩、西久保、
馬場、生沢、寺坂、中丸、石神台の皆さんへ
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▼
入
居
日
　

　
３
月
１
日
（
月
）（
予
定
）

▼
申
込
資
格
　

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
申
込
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
。

②�

夫
婦
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
し
た

家
族
で
あ
る
こ
と
。

③�

申
込
者
が
町
内
に
継
続
し
て
１
年

以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
継
続
し

て
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

（
基
準
日
は
令
和
３
年
１
月
４
日
）

④�

町
が
定
め
る
住
宅
困
窮
理
由
に
該

当
す
る
こ
と
。

⑤�

所
定
の
方
法
で
計
算
し
た
月
収
額

が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦�

申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と
。

▼�

募
集
住
宅
　
月
京
住
宅
（
月
京
11

番
１
号
）
募
集
戸
数�

１
戸
（
南

棟
１
階
）
間
取�

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
申
込
方
法
　
郵
送
の
み

▼�

申
込
期
間
　
12
月
10
日（
木
）か
ら

１
月
４
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）

▼�

そ
の
他
　
詳
し
く
は
12
月
10
日

（
木
）
か
ら
役
場
１
階
受
付
、
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
福
祉
課
窓
口
、

国
府
支
所
で
配
布
す
る
「
募
集
の

し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
４

　町
営
住
宅
（
月
京
）
の
入
居
者
募
集

法
令
に
よ
り
原
則
禁
止

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
を
庭
や
畑
な
ど
で
焼
却
す
る
行
為

い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は
、「
神
奈
川
県

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、「
県
条
例
」）
で
焼
却

施
設
を
使
用
し
な
い
屋
外
で
行
う
燃

焼
行
為
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
周
囲
の
人
に
煙
や
悪

臭
で
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
と
、
２
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
も
、
原
則
、
屋

外
燃
焼
行
為
は
禁
止
し
て
お
り
、
こ

れ
に
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

　
県
条
例
で
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

る
屋
外
燃
焼
行
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�「
焼
き
畑
、
下
枝
の
焼
却
」
な
ど

農
林
業
者
が
自
己
の
農
林
業
の
作

業
に
伴
い
行
う
燃
焼
行
為
（
合
成

樹
脂
、
ゴ
ム
、
油
脂
類
ま
た
は
布

を
含
ま
な
い
も
の
）

・�「
落
ち
葉
た
き
」
な
ど
た
き
火
そ

の
他
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通

常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て

軽
微
な
も
の

・�「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
」
そ
の
他
屋
外
レ
ジ
ャ
ー

に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行

為
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

・�「
ど
ん
ど
焼
き
」「
正
月
の
し
め
縄

な
ど
を
焼
く
行
事
」
な
ど
地
域
的

慣
習
に
よ
る
催
し
、
ま
た
は
宗
教

上
の
儀
式
行
事
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

消
火
訓
練
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
行
う
燃

焼
行
為

　
例
外
の
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て
も
周

辺
に
煙
や
臭
気
な
ど
に
よ
る
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

野
焼
き（
屋
外
燃
焼
行
為
）は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

猫
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情

　
町
で
は
、
猫
に
つ
い
て
の
ご
相
談

や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
の
多
く
は
、
猫
の
フ
ン
や
尿

に
関
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
良
猫
の
多
く
は
屋
外
で

暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
交
通
事
故
や

感
染
症
、
猫
同
士
の
喧
嘩
な
ど
に

よ
っ
て
負
傷
し
、
人
に
看
病
さ
れ
な

い
ま
ま
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い

野
良
猫
が
子
ど
も
を
産
み
、
野
良
猫

が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題

も
増
え
て
い
き
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

　
町
で
は
、飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
が
引
き
起
こ
す
フ
ン
尿
等
に

よ
る
生
活
被
害
を
防
止
し
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
増
加
を
抑
え
、
人
と

猫
が
共
生
で
き
る
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話

で
の
お
問
合
せ
、
あ
る
い
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

飼
い
主
の
い
な
い

　猫
の
不
妊
去
勢
手
術

　
　

�

に
つ
い
て

▶︎計画名　第３次大磯町男女共同参画推進プラン（素案）
▶︎�概要　男女共同参画社会の実現のため、町の施策の
基本的な考え方の方向性を明らかにし、指針とする
ものです。

▶︎募集期間　12月７日（月）～１月６日（水）
▶︎�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（役
場本庁舎・国府支所）、生涯学習館、図書館本館、
横溝千鶴子記念障害福祉センター、世代交流セン
ターさざんか荘

▶︎�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Ｅメー
ル、電子申請

▶︎�その他　様式は問いません。氏名、住所、連絡先、
「第３次大磯町男女共同参画推進プラン（素案）」
に対する意見であることを明記してください。

▶︎提出・問合せ先　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

パブリックコメントを募集します

13 広報おおいそ　令和　年　月

　毎年、年末になると、大掃除などで出たごみを美化
センターに持ち込まれる方が非常に多くなります。
　特に、最終週（今年度は12月21日（月）から28日（月））
は、大変混み合います。
　また、26日（土）は、特別対応として、午後（13時～
16時）も持込みが可能です。
　大掃除は計画的に行い、年内最終週の持込みを避け、
早めの持込みや年内の通常の収集等を利用するようご
協力ください。
　なお、年始の持込みは１月４日（月）からになります。

美化センター　☎（72）4438

ト
や
折
畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

必
ず
折
り
た
た
ん
で
、
通
行
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　�

　
ま
た
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
使

用
を
決
め
て
い
る
集
積
場
所
以
外

に
は
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※�

町
で
は
折
畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク
ス

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集

積
場
所
の
カ
ラ
ス
対
策
等
で
、
折

畳
み
式
集
積
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
集
積
場
所
は
、
地
域
で
利
用

す
る
皆
さ
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別
し
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

・�

ご
み
は
夜
間
や
前
日
ま
で
に
出
さ

ず
、
収
集
日
当
日
（
午
前
８
時
30

分
ま
で
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

古
紙
古
布
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
日
で
は
、
品
目
ご

と
に
収
集
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

す
で
に
収
集
を
終
え
た
品
目
を
後

か
ら
出
さ
れ
て
も
収
集
は
で
き
ま

せ
ん
。

・�

ご
み
が
回
収
さ
れ
た
後
は
、
ネ
ッ

　
小
型
家
電
製
品
に
は
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
な
ど
の
二
次
電
池
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
に
小
型
家
電
製

品
が
混
入
さ
れ
、
こ
の
中
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
発
火
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
設
備
の
消
火
装
置
が
作
動
し
大
事

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国

の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
の
火
災
事
故

の
発
生
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
異

物
混
入
は
重
大
事
故
発
生
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
正
し
く
分

別
し
、
製
品
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
二
次
電
池

は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
次
電
池
は
町
で
は
処
分

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
メ
ー
カ
ー
や

取
扱
店
に
ご
相
談
の
う
え
、
正
し

く
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
・
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎（
72
）４
４
３
８

　「
有
害
ご
み
」
に
は
、
焼
却
す
る
と
危
険
な
も
の
や
重
金
属
を
含
む
も
の

が
あ
り
ま
す
。
人
体
に
影
響
の
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
水
銀
を
含
む
体
温
計

や
電
池
な
ど
を
焼
却
す
る
と
、
水
銀
が
気
化
し
て
有
害
な
ガ
ス
が
発
生
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
他
の
ご
み
に
混
入

す
る
と
、
処
理
施
設
や
収
集
車
両
の
火
災
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
「
有
害
ご
み
」
は
必
ず
分
別
し
、
指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
「
青

色
の
缶
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

リチウムイオン電池の捨て方についての動画　http://www.youtube.com/watch?v=CBFAhDeIoaE
小型充電式電池リサイクル（ＪＢＲＣ）HP　https://www.jbrc.com/

ご
み
集
積
場
所
の
管
理
や
出
し
方
に
つ
い
て

１月４日（月）に予定する不燃ごみ等の回収容器は、
１月３日（日）の箱根駅伝大会終了後に設置します。

美化センターへのごみ持込みは
28日（月）が年内最終日！

平均件数

30件

150 件
年末最終週は
１時間以上

待つこともあります！

「
有
害
ご
み
」
は
分
別
し
な
い
と
危
険
で
す
！

～
再
度
ご
み
の
分
別
の
徹
底
を
～

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

（
公
財
）
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
　提
供

美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎（
72
）４
４
３
８

サイズは1.2ｍと1.8ｍがあります。
※�写真の折畳み式集積ボックスは1.2mサイズ

国府新宿、月京、虫窪、黒岩、西久保、
馬場、生沢、寺坂、中丸、石神台の皆さんへ
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地　　方
交 付 税

町　　税

使 用 料
手 数 料

そ の 他

国 ・ 県
支 出 金

町　　債

そ の 他

民 生 費

土 木 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

町民税、固定資産税など町に納められる
税金

自転車駐車場使用料などのサービスに対し
対価として徴収するお金

繰入金、財産収入、諸収入など上記以外で
町が自主的に調達できるお金

町が借り入れる借金

予算現額 47億7,477万円予算現額 47億7,477万円

収入済額 31億 631万円 （収入率  65.1%）収入済額 31億   631万円 （収入率  65.1%）

保育園や障がい者、高齢者の福祉など

予算現額 35億8,803万円予算現額 35億8,803万円

執行済額 17億5,137万円 （執行率  48.8%）執行済額 17億5,137万円 （執行率  48.8%）

道路や河川、公園の整備など

予算現額 13億7,268万円予算現額 13億7,268万円

執行済額  6億4,248万円 （執行率  46.8%）執行済額  6億4,248万円 （執行率  46.8%）

予防接種やごみ処理など

予算現額 53億1,013万円予算現額 53億1,013万円

執行済額 44億3,015万円 （執行率  83.4%）執行済額 44億3,015万円 （執行率  83.4%）

住民登録や交通安全、防犯、防災対策など

予算現額 10億3,561万円予算現額 10億3,561万円

執行済額   4億   203万円 （執行率  38.8%）執行済額   4億   203万円 （執行率  38.8%）

学校や生涯学習など

予算現額 11億5,663万円予算現額 11億5,663万円

執行済額  3億5,600万円 （執行率  30.8%）執行済額  3億5,600万円 （執行率  30.8%）

町の借金の返済費用

予算現額   6億6,155万円予算現額   6億6,155万円

執行済額   3億1,996万円 （執行率  48.4%）執行済額   3億1,996万円 （執行率  48.4%）

議会費、農林水産業費、商工費、消防費など
上記以外の費用
予算現額  9億8,128万円予算現額  9億8,128万円

執行済額  4億3,123万円 （執行率  43.9%）執行済額  4億3,123万円 （執行率  43.9%）

予算現額   1億4,311万円予算現額   1億4,311万円

収入済額     （収入率  38.2%）収入済額     　5,461万円 （収入率  38.2%）

予算現額 17億5,841万円予算現額 17億5,841万円

収入済額 14億1,604万円 （収入率  80.5%）収入済額 14億1,604万円 （収入率  80.5%）

使い道が特定され国や県から交付される
お金
予算現額 54億8,626万円予算現額 54億8,626万円

収入済額 41億3,339万円 （収入率  75.3%）収入済額 41億3,339万円 （収入率  75.3%）

予算現額   5億5,040万円予算現額   5億5,040万円

収入済額 　　　　　　0円 （収入率  0.0%）収入済額 　　　　　　0円 （収入率  0.0%）

地方自治体の行政サービスを一定に保つ
ため国から交付されるお金
予算現額   6億6,700万円予算現額   6億6,700万円

収入済額   5億4,621万円 （収入率  81.9%）収入済額   5億4,621万円 （収入率  81.9%）

環境性能割など国・県を経由して地方自
治体に配分されるお金
予算現額   7億2,596万円予算現額   7億2,596万円

収入済額   4億2,229万円 （収入率  58.2%）収入済額   4億2,229万円 （収入率  58.2%）

96億7,885万円 （収入率68.6％） 83億3,322万円 （執行率59.1％）収入済額
歳　　入 歳　　出

執行済額

◆一般会計 上半期のポイント◆
　上半期では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた取組みや、明治記念大磯邸園、大磯港賑わい交流施設、町立小学校
等の整備に着手したほか、小児医療費助成の拡充に向けた準備を行いました。

自
　主
　財
　源

依

　存

　財

　源

１人当たりに使われたお金（一般会計） １人当たりの町税負担額

土木費
20,650円

町民税
44,042円

固定資産税
51,604円

総務費
142,389円

民生費
56,291円

衛生費
12,921円

公債費
10,284円教育費

11,442円

その他
（消防費、議会費など）

13,860円

その他
（軽自動車税など）

2,034円
町たばこ税
2,160円

99,840円267,837円

問財政課　☎内線216・219

令和２年度上半期（令和２年９月30日現在）の予算執行状況をお知らせします。

令和２年度 町の上半期  財政状況を報告 
● 一般会計の収入・執行状況 ●

予算現額 141億591万円
（当初予算額 95億7,900万円＋補正予算 45億2,691万円）

特別会計の収入・執行状況
会　計　名 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 収入率 執行済額 執行率

国民健康保険事業 36億4,400万円 2,222万円 36億6,622万円 15億9,893万円 43.6% 14億1,525万円 38.6%
後 期 高 齢 者 医 療 10億6,500万円 △285万円 10億6,215万円 5億5,845万円 52.6% 4億4,216万円 41.6%
介 護 保 険 事 業 32億6,700万円 1億6,070万円 34億2,770万円 15億7,458万円 45.9% 12億 829万円 35.3%

町有財産の状況

項　　　目 令和元年度末
［A］

令和２年度
上半期末［B］ 増減［B］－［A］ 主な増減理由

基　金
現　金 35億7,841万円 39億3,835万円 3億5,994万円 本庁舎建設基金を積立てたため
有価証券 0 円 0 円 0 円 −
土　地 6億8,835万円 6億8,835万円 0 円 −

土　　　地 820,218 ㎡ 820,269 ㎡ 51 ㎡ 行政財産（道路・水路）の用途廃止があったため
建物（延床） 66,579 ㎡ 66,579 ㎡ 0 ㎡ −

衛生債（ごみ処理施設など）
12億7,934万円

一般会計　79億5,989万円 公営企業会計　91億1,327万円

下水道事業債
91億1,327万円

土木債（道路整備など）
8億3,068万円

教育債（学校整備など）
3億8,615万円

その他（耐震事業など）
1億4,897万円

臨時財政対策債
53億1,475万円

全会計：170億7,316万円
� 【前年度同期比：2億8,811万円増】
� （町民１人当たり残高：54万8,747円）

町債（借金）の現在高
　一般会計では、近年、地方交付税の代替措置として借
り入れる臨時財政対策債が最も多くなっています。下水
道事業債は今後も一般会計より高い残高で推移する見込
みですが、町全体で事業の見直し等を図り、町債に頼ら
ない財政構造へ転換していくことに努めてまいります。

※人口は令和2年10月1日現在（31,113人）の値を用いて算出しています。

公営企業会計
会　計　名 当初予算額 補正予算額 予算現額 執行済額 執行率

下 水 道 事 業
収　益　的 収　入 9億2,293万円 0 円 9億2,293万円 3億9,254万円 42.5%
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※資本的収支の不足分は、留保資金などで補填します。
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問総務課　☎内線210

町職員を募集します！（新卒・社会人経験者）

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911

大磯町環境審議会委員募集 情報公開制度運営審議会委員・個人情報保護
制度運営審議会委員募集

概　　要 環境の保全及び創造に関する事項等について、調
査・審議を町民参加により幅広い意見などを反映
していくために、委員募集します。

情報公開制度・個人情報保護制度の適正かつ円滑
な推進を目的とした運営審議会の委員を募集しま
す。

募集人数 ３人以内 各１人
任　　期 委嘱の日から２年間
応募資格 町内在住で、平日に開催する会議に出席できる20歳以上の方。（公務員の方や町の他の審議会委員となっ

ている方は除く。）
応募方法 定められた様式により、小論文を添えて郵送、持参、Ｅメールのいずれかにより提出してください。
小論文の
テーマ

「あなたが考える次世代のための環境対策とは」
（400字以内）

情報公開制度運営審議会委員
「あなたが考える情報公開について」（800字以内）
個人情報保護制度運営審議会委員
「あなたが考える個人情報保護について」（800字以内）

募集期間 12月７日（月）～１月７日（木）（消印有効） 12月１日（火）～18日（金）（消印有効）
提 出 先 〒259-0103 大磯町虫窪66  美化センター内環境課 〒255-8555　大磯町東小磯183　総務課
Eメール kankyo@town.oiso.kanagawa.jp hosei@town.oiso.kanagawa.jp
報　　酬 6,500円／回 6,500円／回
そ の 他 募集要領は、美化センター、役場本庁舎１階受

付、国府支所で配布。（町ホームページからダウン
ロード可。）
結果は３月下旬までに応募者に通知します。

募集要領は、役場本庁舎３階総務課、１階受付、
国府支所で配布。（町ホームページからもダウン
ロード可。）
詳細は、募集要領をご確認ください。

問 合 せ 環境課　☎（72）4438 総務課　☎内線212

町職員を募集します。一緒にまちづくりをしませんか？
職種・受験資格など詳しくは、町ホームページや職員採用試験案内をご覧ください。

■採用予定時期　令和３年４月１日
■願書受付期間　12月１日（火）～12月18日（金）（消印有効）
■申 込 方 法　郵送のみ
■試 験 日 程　（一次選考）令和３年１月９日（土）　大磯町役場本庁舎４階第１会議室（予定）
■そ の 他　申込みの際は、必ず「職員採用試験案内」をご確認ください。
　　　　　　　　※ 「職員採用試験案内」は町ホームページからダウンロードできるほか、町役場３階総務課にあ

ります。

職　種 採用予定人員 新卒または第２新卒 社会人経験者

①技術職（建築）

各１～２名
程度

○ 平成２年４月2日から平成15年４月１
日までに生まれた人

○ 建築もしくは土木に関する専門課程を
卒業（見込み）した人または建築・土
木工事等の設計、積算、施工監理その
他専門的業務に関する職務経験を有す
る人

○ 昭和60年４月２日以降に生まれた人
○ 建築または土木に関する専門課程を卒

業した人
○ 令和２年12月１日時点において正社員

での職務経験（建築・土木工事等の設
計、積算、施工監理その他専門的業務
に関する）が通算５年以上ある人

②技術職（土木）

③保健師　　　
○平成２年４月２日以降に生まれた人
○ 保健師の資格を有する人または令和３

年３月末までに資格取得見込みの人

○ 昭和55年４月２日以降に生まれた人
○ 保健師の資格を有する人で、令和２年

12月１日時点において正社員での職務
経験（保健師・助産師・看護師に関す
る）が通算５年以上ある人

17 広報おおいそ　令和　年　月

 お 知 ら せ

　初日の出の観賞のため、西防波堤遊
歩道を開放します。

１月１日（金・祝）
６時30分～
※現在、県による大
磯港のしゅんせつ工
事が実施されている
ため、第２駐車場が
縮小されています。
※気象条件によっては遊歩道の開放を
しない場合があります。　　

産業観光課（大磯港港湾管理事務所）
☎（61）5719

　期間中は、消防車で警鐘を鳴らして
火災予防を呼び掛けます。

12月25日（金）～31日（木）
○火気使用時はその場を離れない。
○ 出掛ける前や就寝前には火の元を点

検する。
○ 寝タバコ、吸殻の

投捨てはしない。
○ マッチやライター

を子どもが手の届
く場所に置かない。

○ 石油ストーブ使用時は、燃えやすい
物を近づけない。また、給油は火を
消してから行う。
消防総務課　☎（61）0911

　「私はトラブルなんかに巻き込まれ
ない」そう思っていませんか？相手の
手口を知って、未然に消費者トラブル
を回避しましょう！！

12月18日（金）10時～11時30分
保健センター２階研修室
講師原囿　信夫氏（平塚市消費生活セ
ンター）
対象町在住、在勤、在学の方優先

30人　 無料　
その他手話通訳あります。

郵送、持参、電話、FAXまたはEメー
ルにて、名前、連絡先をお知らせくだ
さい。　
・ 町民課　☎内線267

FAX（61）1991
*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

西防波堤を開放します

歳末火災特別警戒を実施します！

消費生活講演会「手口を知って消費
者トラブル未然防止」

〇語り部の会・あこ
　あこが語る今昔物語

12月７日（月）10時30分～正午
「吉田茂・総集編①」
12月13日（日）10時30分～正午

「吉田茂・総集編②」　
講師武井　久江氏

各10人（要予約）　
1,000円

〇鴫立寄席
12月12日（土）13時開場13時30分開演　
演目「江戸小唄」「火焔太鼓」「芝浜」
演者（唄）松風　英美都

（三味線）松風　美都穂
（落語）三笑亭　空巣、桂　三十助゛

15人（要予約）
500円（入庵料込）

〇座禅
　姿勢・呼吸・心を整えます。

12月19日（土）13時30分～14時30分
講師豊田　素道氏（慶林寺住職）

10人（要予約）
500円（入庵料込）

〇写経
　心に穏やかな時を

12月23日（水）13時30分～15時30分
講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）

10人（要予約）
1,200円（入庵料込）
書道セット

〇伝筆（つてふで）教室
　温かみのある文字が書けるようにな
る筆文字教室です。　　

12月24日（木）10時30分～正午
27日（日）10時30分～正午
講師宮前　礼子氏
対象中学生以上

各10人（要予約）
3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費

※各教室は事前に予約が必要です。定
員になり次第締め切らせていただきま
す。

・ 鴫立庵　☎（61）6926

 講座・催し

　つるバラの剪定や
誘引・株バラ剪定の
理論と実際について、
バラ園にて実技を交
えて行う勉強会です。

１月10日（日）　13時～15時
旧吉田茂邸地区管理休憩棟
講師林　勇氏（農学博士）

20人（先着順）
12月14日（月）から電話受付
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

　鴫立庵と縁の深い俳諧について学び、
実践してみませんか。

1月29日（金）13時30分～15時30分
郷土資料館１階研修室
講師新村　衣里子氏（成蹊大学非常勤
講師・町史ダイジェスト版執筆者）
対象町在住、在勤の方

20人　
筆記用具
12月７日（月）から。電話にて名前、

電話番号をお知らせください。
・ 生涯学習課　☎内線329

〇花の会（生け花教室）
　クリスマスのアレンジを作ります。
初心者の方でも楽しく基本が学べます。

12月19日（土）14時～16時
講師府川　葉月氏　

10人（要予約）　
2,500円（入庵料込）
はさみ、タオル、持ち帰り袋

〇手しごと庵
　着替えが楽しめる靴下で作るぬいぐ
るみ。

12月10日（木）13時～16時
10人（要予約）
1,000円（材料費・入庵料込）

城山学習講座
　～バラの剪定・その理論と実際～

OISO学び塾Ⅱ
「俳諧はじめて講座」

鴫立庵12月イベント情報

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

火事と救急
10月の出動状況

消防車… 15件（火災出動１、救助出動１、  その他出動13）
救急車…119件（急病73、交通事故11、一般負傷27、その他８）
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問総務課　☎内線210

町職員を募集します！（新卒・社会人経験者）

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911

大磯町環境審議会委員募集 情報公開制度運営審議会委員・個人情報保護
制度運営審議会委員募集

概　　要 環境の保全及び創造に関する事項等について、調
査・審議を町民参加により幅広い意見などを反映
していくために、委員募集します。

情報公開制度・個人情報保護制度の適正かつ円滑
な推進を目的とした運営審議会の委員を募集しま
す。

募集人数 ３人以内 各１人
任　　期 委嘱の日から２年間
応募資格 町内在住で、平日に開催する会議に出席できる20歳以上の方。（公務員の方や町の他の審議会委員となっ

ている方は除く。）
応募方法 定められた様式により、小論文を添えて郵送、持参、Ｅメールのいずれかにより提出してください。
小論文の
テーマ

「あなたが考える次世代のための環境対策とは」
（400字以内）

情報公開制度運営審議会委員
「あなたが考える情報公開について」（800字以内）
個人情報保護制度運営審議会委員
「あなたが考える個人情報保護について」（800字以内）

募集期間 12月７日（月）～１月７日（木）（消印有効） 12月１日（火）～18日（金）（消印有効）
提 出 先 〒259-0103 大磯町虫窪66  美化センター内環境課 〒255-8555　大磯町東小磯183　総務課
Eメール kankyo@town.oiso.kanagawa.jp hosei@town.oiso.kanagawa.jp
報　　酬 6,500円／回 6,500円／回
そ の 他 募集要領は、美化センター、役場本庁舎１階受

付、国府支所で配布。（町ホームページからダウン
ロード可。）
結果は３月下旬までに応募者に通知します。

募集要領は、役場本庁舎３階総務課、１階受付、
国府支所で配布。（町ホームページからもダウン
ロード可。）
詳細は、募集要領をご確認ください。

問 合 せ 環境課　☎（72）4438 総務課　☎内線212

町職員を募集します。一緒にまちづくりをしませんか？
職種・受験資格など詳しくは、町ホームページや職員採用試験案内をご覧ください。

■採用予定時期　令和３年４月１日
■願書受付期間　12月１日（火）～12月18日（金）（消印有効）
■申 込 方 法　郵送のみ
■試 験 日 程　（一次選考）令和３年１月９日（土）　大磯町役場本庁舎４階第１会議室（予定）
■そ の 他　申込みの際は、必ず「職員採用試験案内」をご確認ください。
　　　　　　　　※ 「職員採用試験案内」は町ホームページからダウンロードできるほか、町役場３階総務課にあ

ります。
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での職務経験（建築・土木工事等の設
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に関する）が通算５年以上ある人
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○平成２年４月２日以降に生まれた人
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・ 町民課　☎内線267

FAX（61）1991
*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

西防波堤を開放します

歳末火災特別警戒を実施します！

消費生活講演会「手口を知って消費
者トラブル未然防止」

〇語り部の会・あこ
　あこが語る今昔物語

12月７日（月）10時30分～正午
「吉田茂・総集編①」
12月13日（日）10時30分～正午

「吉田茂・総集編②」　
講師武井　久江氏

各10人（要予約）　
1,000円

〇鴫立寄席
12月12日（土）13時開場13時30分開演　
演目「江戸小唄」「火焔太鼓」「芝浜」
演者（唄）松風　英美都

（三味線）松風　美都穂
（落語）三笑亭　空巣、桂　三十助゛

15人（要予約）
500円（入庵料込）

〇座禅
　姿勢・呼吸・心を整えます。

12月19日（土）13時30分～14時30分
講師豊田　素道氏（慶林寺住職）

10人（要予約）
500円（入庵料込）

〇写経
　心に穏やかな時を

12月23日（水）13時30分～15時30分
講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）

10人（要予約）
1,200円（入庵料込）
書道セット

〇伝筆（つてふで）教室
　温かみのある文字が書けるようにな
る筆文字教室です。　　

12月24日（木）10時30分～正午
27日（日）10時30分～正午
講師宮前　礼子氏
対象中学生以上

各10人（要予約）
3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費

※各教室は事前に予約が必要です。定
員になり次第締め切らせていただきま
す。

・ 鴫立庵　☎（61）6926

 講座・催し

　つるバラの剪定や
誘引・株バラ剪定の
理論と実際について、
バラ園にて実技を交
えて行う勉強会です。

１月10日（日）　13時～15時
旧吉田茂邸地区管理休憩棟
講師林　勇氏（農学博士）

20人（先着順）
12月14日（月）から電話受付
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

　鴫立庵と縁の深い俳諧について学び、
実践してみませんか。

1月29日（金）13時30分～15時30分
郷土資料館１階研修室
講師新村　衣里子氏（成蹊大学非常勤
講師・町史ダイジェスト版執筆者）
対象町在住、在勤の方

20人　
筆記用具
12月７日（月）から。電話にて名前、

電話番号をお知らせください。
・ 生涯学習課　☎内線329

〇花の会（生け花教室）
　クリスマスのアレンジを作ります。
初心者の方でも楽しく基本が学べます。

12月19日（土）14時～16時
講師府川　葉月氏　

10人（要予約）　
2,500円（入庵料込）
はさみ、タオル、持ち帰り袋

〇手しごと庵
　着替えが楽しめる靴下で作るぬいぐ
るみ。

12月10日（木）13時～16時
10人（要予約）
1,000円（材料費・入庵料込）

城山学習講座
　～バラの剪定・その理論と実際～

OISO学び塾Ⅱ
「俳諧はじめて講座」

鴫立庵12月イベント情報

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

火事と救急
10月の出動状況

消防車… 15件（火災出動１、救助出動１、  その他出動13）
救急車…119件（急病73、交通事故11、一般負傷27、その他８）
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〇ジングルベル ＆
　グレーズドドーナツラン
　大人はサンタ帽、子どもはトナカイ
カチューシャ、クリスマス気分で約１
kmを走ろう！
12月19日（土）
大磯運動公園（スタート＆フィニッ

シュ）11時30分集合／スタート正午　
対象小学生以上の健康な方。子どもだ
けの参加、親子での参加どちらも可

100人（大人子ども合わせて）
１人500円（コスチューム、グレーズ

ドドーナツ、ホットチョコ1杯）
運動できる靴、服装
12月１日（火）～18日（金）

https://moshicom.com/4720
12月18日（金）※定員に達し次第締め

切ります。
その他会場にサンタクロース来園（予
定）。計測は、大時計で各自確認します。
　
大磯運動公園　☎（61）8822

　国連の世界人権宣言採択を記念して、
日本では毎年12月４日～10日を「人権
週間」としています。一人ひとりがお
互いの違いを認め、全ての人が個人と
して尊重される平和で豊かな社会の実
現に向けて、町をはじめ法務省や全国
人権擁護委員連合会など関係機関が
様々な啓発活動を予定しています。
　12月の人権相談日は、12月17日（木）
です。詳細は19ページをご覧ください。

みんなの人権110番
☎0570（003）110
町民課　☎内線267

 ス ポ ー ツ

〇国際的ランニングイベント　
　パークラン!!
　世界22か国、日本では50公園で順次
開催、英国生まれのイベント、「parkrun
（パークラン）」が登場。ウォーキング、
ジョギング、ボランティア、もちろん
観覧だけでも可。
①12月５日（土）、②12月12日（土）、

③12月19日（土）、④12月26日（土）　
毎回７時50分集合／８時スタート
大磯運動公園内５kmコース

対象子どもから大人まで
なし
無料
運動できる服装、靴
不要

登録はこちらから
https://www.parkrun.jp/register/

みんなで築こう人権の世紀
～�考えよう相手の気持ち　育てよう　
思いやりの心～�第72回 人権週間　

12月の運動公園イベント

　年末年始はマイナンバーカードを利
用した証明書のコンビニ交付サービス
の利用を停止します。
サービス停止日12月29日（火）から１月
３日（日）までの終日
町民課　☎内線272

　県では母子・父子・寡婦・父母のい
ない家庭などのお子さんを対象として、
無利子で学校へ行く資金を貸し付ける
制度（母子・父子・寡婦福祉資金）を実
施しています。
○修学資金高等学校、大学、高等専門
学校または専修学校に修学するために
必要な資金　
○就学支度資金小学校、中学校、高等
学校、大学、高等専門学校または専修
学校への入学に必要な資金（小・中学
校は所得制限あり）

・ 平塚保健福祉事務所生活福祉課
☎（32）0130 内線254

　不登校・登校しぶりのお子さんがい
らっしゃるご家族の皆さんが、気軽に
お話しできる会を開催します。
12月19日（土）、１月16日（土）、 ２月

20日（土）、３月13日（土）
各日14時～16時
横溝千鶴子記念教育研究所

対象原則町在住の方
各回先着10人
無料
電話でお申込みください。
・ 教育研究所　☎（60）3670

コンビニ交付サービスの
利用停止のお知らせ

母子・父子・寡婦家庭等への
修学資金などの貸付について

不登校児童・生徒のためのサロン事業
「ふらっと」のご案内

気象情報
10月

最高気温 27.3度　最低気温 9.4度　平均気温 18.2度
総雨量 151.0mm

スポーツ大会の結果
秋季町民ゴルフ大会の結果 

10月19日（月）
平塚富士見CC

▶一般男子の部
　優　勝　山本　洋一
　準優勝　鹿島　世有
　第３位　大井　聡
▶シニアの部
　優　勝　野寺　克己
　準優勝　簑島　利文
　第３位　藤本　徳治
▶女子の部
　優　勝　柳田　素子
　準優勝　増田　千明
　第３位　岡本　有美子
町体育協会ゴルフ部

☎（72）1256　小早川

大磯カイロプラクティック院

auPAY、
PayPay

 可 

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります
　開催については、お問合せください。
　イベントなどに参加される際は、新型コロナウイ
ルス感染症対策を各自で行ってください。
　イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染
症対策にご協力ください。

19 広報おおいそ　令和　年　月 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

相談の案内［12月］

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　12月17日（木）９時30分～
　役場本庁舎　４階第１会議室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　12月23日（水）13時30分～
　保健センター　２階研修室

問農業委員会　☎内線358

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 10日（木） 13時～16時

（予約制１回30分以
内）

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線267
※ マスクの着用をお願

いします。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 17日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

10日（木）、17日（木）13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/13時～16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
４日（金）、９日（水）、15日（火）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
16日（水）13時30分～16時30分

（予約制）
児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日

８時30分～17時15分
児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分～
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

※ 祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。

今
月
の
短
歌

立
命
館
中
学
校
　
尾
島
　
蓮
瑛

も
う
少
し 

一
緒
に
い
た
い
、

照
れ
る
か
ら 

言
わ
ず
に
君
の
手 

つ
よ
く
握
っ
た

（
評
）

　
言
葉
は
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
役
目
を
す
る

も
の
で
す
が
、
口
に
出
し
て
は
言
え
な
い
気
持

ち
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
往
々
に
し
て
そ
れ

は
大
事
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
れ
で
、
作
者
は
つ
な
い
で
い
た
手
を
強
く
握

り
ま
し
た
。
気
持
ち
は
伝
わ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
作
者
は
そ
の
時
の
気
持
ち

を
歌
に
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
に
対
す
る

自
分
の
気
持
ち
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
自
覚
し

ま
し
た
。
歌
は
自
分
を
見
つ
め
る
働
き
を
す
る

も
の
な
の
で
す
。

（
西
行
祭
選
者 

柳 

宣
宏
）

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４

283

　12月11日～20日の10日間、年末の交通事
故防止運動が展開されます。
　年末は飲酒の機会が多くなり、飲酒運転
による交通事故の多発が懸念されます。「無
事故で年末　笑顔で新年」をスローガンに、
飲酒運転を絶対にしない、させないように
しましょう。
　明るい年末・年始を迎えられるように一
人ひとりが交通ルールを
守り、交通マナーの実践
を習慣づけ、交通事故を
なくしましょう。

問町民課　☎内線237

安全は心と時間のゆとりから
～年末の交通事故防止運動実施～

　年末年始は、全国的に救急件数が増加します。主な理由として「餅
等による窒息」、「飲酒による事故」、「急激な温度差によるヒートショッ
ク」、「雪や路面凍結による転倒」などがあります。また、冬季はイン
フルエンザが流行する季節でもあります。新型コロナウイルス感染症
対策に伴う手洗い・うがいや、マスクを着用するなどの新しい生活様
式は、インフルエンザ対策としても有効です。感染予防対策を引き続
き行いましょう。

　年末年始の当番医は、広報おお
いそ・お知らせ版をご覧ください。
また、夜間などで受診する病院が
分からない場合は、消防署にお問
合せください。

問消防署　☎（61）0911

いつでもどこでも「広報おおいそ」
をご覧いただけます！

   年末・年始は救急が増加します！       
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〇ジングルベル ＆
　グレーズドドーナツラン
　大人はサンタ帽、子どもはトナカイ
カチューシャ、クリスマス気分で約１
kmを走ろう！
12月19日（土）
大磯運動公園（スタート＆フィニッ

シュ）11時30分集合／スタート正午　
対象小学生以上の健康な方。子どもだ
けの参加、親子での参加どちらも可

100人（大人子ども合わせて）
１人500円（コスチューム、グレーズ

ドドーナツ、ホットチョコ1杯）
運動できる靴、服装
12月１日（火）～18日（金）

https://moshicom.com/4720
12月18日（金）※定員に達し次第締め

切ります。
その他会場にサンタクロース来園（予
定）。計測は、大時計で各自確認します。
　
大磯運動公園　☎（61）8822

　国連の世界人権宣言採択を記念して、
日本では毎年12月４日～10日を「人権
週間」としています。一人ひとりがお
互いの違いを認め、全ての人が個人と
して尊重される平和で豊かな社会の実
現に向けて、町をはじめ法務省や全国
人権擁護委員連合会など関係機関が
様々な啓発活動を予定しています。
　12月の人権相談日は、12月17日（木）
です。詳細は19ページをご覧ください。

みんなの人権110番
☎0570（003）110
町民課　☎内線267

 ス ポ ー ツ

〇国際的ランニングイベント　
　パークラン!!
　世界22か国、日本では50公園で順次
開催、英国生まれのイベント、「parkrun

（パークラン）」が登場。ウォーキング、
ジョギング、ボランティア、もちろん
観覧だけでも可。
①12月５日（土）、②12月12日（土）、

③12月19日（土）、④12月26日（土）　
毎回７時50分集合／８時スタート
大磯運動公園内５kmコース

対象子どもから大人まで
なし
無料
運動できる服装、靴
不要

登録はこちらから
https://www.parkrun.jp/register/

みんなで築こう人権の世紀
～�考えよう相手の気持ち　育てよう　
思いやりの心～�第72回 人権週間　

12月の運動公園イベント

　年末年始はマイナンバーカードを利
用した証明書のコンビニ交付サービス
の利用を停止します。
サービス停止日12月29日（火）から１月
３日（日）までの終日

町民課　☎内線272

　県では母子・父子・寡婦・父母のい
ない家庭などのお子さんを対象として、
無利子で学校へ行く資金を貸し付ける
制度（母子・父子・寡婦福祉資金）を実
施しています。
○修学資金高等学校、大学、高等専門
学校または専修学校に修学するために
必要な資金　
○就学支度資金小学校、中学校、高等
学校、大学、高等専門学校または専修
学校への入学に必要な資金（小・中学
校は所得制限あり）

・ 平塚保健福祉事務所生活福祉課
☎（32）0130 内線254

　不登校・登校しぶりのお子さんがい
らっしゃるご家族の皆さんが、気軽に
お話しできる会を開催します。
12月19日（土）、１月16日（土）、 ２月

20日（土）、３月13日（土）
各日14時～16時
横溝千鶴子記念教育研究所

対象原則町在住の方
各回先着10人
無料
電話でお申込みください。
・ 教育研究所　☎（60）3670

コンビニ交付サービスの
利用停止のお知らせ

母子・父子・寡婦家庭等への
修学資金などの貸付について

不登校児童・生徒のためのサロン事業
「ふらっと」のご案内

気象情報
10月

最高気温 27.3度　最低気温 9.4度　平均気温 18.2度
総雨量 151.0mm

スポーツ大会の結果
秋季町民ゴルフ大会の結果 
10月19日（月）
平塚富士見CC

▶一般男子の部
　優　勝　山本　洋一
　準優勝　鹿島　世有
　第３位　大井　聡
▶シニアの部
　優　勝　野寺　克己
　準優勝　簑島　利文
　第３位　藤本　徳治
▶女子の部
　優　勝　柳田　素子
　準優勝　増田　千明
　第３位　岡本　有美子
町体育協会ゴルフ部

☎（72）1256　小早川

大磯カイロプラクティック院

auPAY、
PayPay

 可 

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります
　開催については、お問合せください。
　イベントなどに参加される際は、新型コロナウイ
ルス感染症対策を各自で行ってください。
　イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染
症対策にご協力ください。

19 広報おおいそ　令和　年　月 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

相談の案内［12月］

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　12月17日（木）９時30分～
　役場本庁舎　４階第１会議室

問学校教育課　☎内線328

農業委員会総会
　12月23日（水）13時30分～
　保健センター　２階研修室

問農業委員会　☎内線358

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 10日（木） 13時～16時

（予約制１回30分以
内）

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線267
※ マスクの着用をお願

いします。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 17日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

10日（木）、17日（木）13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/13時～16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
４日（金）、９日（水）、15日（火）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
16日（水）13時30分～16時30分

（予約制）
児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日

８時30分～17時15分
児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分～
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

※ 祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。
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　12月11日～20日の10日間、年末の交通事
故防止運動が展開されます。
　年末は飲酒の機会が多くなり、飲酒運転
による交通事故の多発が懸念されます。「無
事故で年末　笑顔で新年」をスローガンに、
飲酒運転を絶対にしない、させないように
しましょう。
　明るい年末・年始を迎えられるように一
人ひとりが交通ルールを
守り、交通マナーの実践
を習慣づけ、交通事故を
なくしましょう。

問町民課　☎内線237

安全は心と時間のゆとりから
～年末の交通事故防止運動実施～

　年末年始は、全国的に救急件数が増加します。主な理由として「餅
等による窒息」、「飲酒による事故」、「急激な温度差によるヒートショッ
ク」、「雪や路面凍結による転倒」などがあります。また、冬季はイン
フルエンザが流行する季節でもあります。新型コロナウイルス感染症
対策に伴う手洗い・うがいや、マスクを着用するなどの新しい生活様
式は、インフルエンザ対策としても有効です。感染予防対策を引き続
き行いましょう。

　年末年始の当番医は、広報おお
いそ・お知らせ版をご覧ください。
また、夜間などで受診する病院が
分からない場合は、消防署にお問
合せください。

問消防署　☎（61）0911

いつでもどこでも「広報おおいそ」
をご覧いただけます！

   年末・年始は救急が増加します！       
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a.jp/ 町の人口と世帯
11月１日現在

人口 31,132（＋19） 男 15,222（＋7） 女 15,910（＋12）
世帯 12,747（＋11）　（　）は前月比

①天高く！ 園児（こいそ幼稚園）の芋ほり
� （10/30　西小磯　木原さん撮影）
②太平洋岸自転車道
� （10/25　吉田側道橋　高田さん撮影）
③七五三
� （10/30　六所神社　伊福さん撮影）
④ハロウィン祭り
� （10/31　駅前駐車場広場　上田さん撮影）
⑤開園初日
� （11/3　明治記念大磯邸園　杉崎さん撮影）

①

⑤

③

②

④

わが家のアイドル

問政策課 ☎内線206
koho@town.oiso.kanagawa.jp

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！

【対象】１〜３歳児
①お子さんのお名前　②生年月日　③住所　④電話番号
⑤保護者の方のお名前　⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入のうえ、写真の画像をお送りください。

問スポーツ健康課 ☎内線319

みんなでつくろう！

作 り 方
① �白菜は千切りにし、ボウルに入れてしょうゆをかけて
おく。

② �フライパンにごま油とちりめんじゃこを入れて火にか
ける。

③ �ちりめんじゃこがカリッとなったら、熱々の油ごと①
にかける。

④ �お好みでレモン汁をかけてできあがり。

白菜のじゃこサラダ
冬野菜の代表、白菜を使ったレシピです。鍋物には
欠かせない食材ですが、生で食べるとシャキシャキ
とした食感を楽しめます。また、甘味の強い中心部
分を使うとよりおいしく食べられます。

昨年度の料理教室のレシピを紹介します♪

武
む
藤
とう

碧
あおい
くん（２歳）

恥ずかしがり屋さんの最近のマイブームは
滑り台♪毎日たくさん遊んで、元気にすく
すく大きくなーれっ☆

材 料（４人分）
白菜� 200ｇ
しょうゆ� 少々
ちりめんじゃこ� 30ｇ
ごま油� 大さじ２
レモン汁� 適量

20広報おおいそ　令和　年　月

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




